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NICOTINAMIDE RIBOSIDE AND
PTEROSTILBENE COMPOSITIONS AND
METHODS FOR TREATMENT OF SKIN
DISORDERS

ニコチンアミドリポシドおよびプテロ
スチルベン組成物ならびに皮膚障害の
処置のための方法

発明名称
ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベン組成物、ならびに皮膚疾患
の治療のための方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成物および皮膚障害の
治療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成物および皮膚障害の
治療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成物および皮膚障害の
治療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成および皮膚障害の治
療方法

皮膚疾患の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドおよびプテロスチルベン組
成物および方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成および皮膚障害の治
療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成および皮膚障害の治
療方法

ニコチンアミドリボシドおよびペルテ
ルベン組成物および皮膚疾患の治療方
法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成物および皮膚障害の
治療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成物および皮膚障害の
治療方法

皮膚疾患の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドとプテロスチルベンの組成
物および方法

ニコチンアミドリボシドおよび
PTEROSTILBENER組成物ならびに皮膚障
害の治療のための方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベン組成物ならびに皮膚障害の
治療のための方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベン組成物、ならびに皮膚疾患
の治療のための方法

Compositions containing a
combination of nicotinamide
riboside and pterostilbene for
treating skin disorders, and
methods of treating skin disorders
using these compositions and their
equivalents are described. The skin
disorders that are treated using
these compositions or methods
include sun exposure-related skin
disorders, inflammatory skin
disorders, autoimmune disease-
related skin disorders and cancer-
related skin disorders. In one
embodiment, the compositions
containing a combination of
nicotinamide riboside and
pterostilbene are prepared as oral
formulations.

皮膚障害を処置するためのニコチンア
ミドリボシドおよびプテロスチルベン
の組み合わせを含む組成物、ならびに
これらの組成物およびそれらの等価物
を使用して、皮膚障害を処置する方法
が記載されている。これらの組成物ま
たは方法を使用して処置される皮膚障
害としては、日光曝露に関連する皮膚
障害、炎症性皮膚障害、自己免疫疾患
関連の皮膚障害およびがん関連の皮膚
障害が挙げられる。一実施形態におい
て、ニコチンアミドリボシドおよびプ
テロスチルベンの組み合わせを含有す
る組成物が、経口製剤として調製され
る

要約

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組み合わせを含む皮膚疾
患を治療するための組成物、ならびに
これらの組成物およびそれらの等価物
を使用して皮膚疾患を治療する方法が
記載される。これらの組成物または方
法を使用して処置される皮膚疾患に
は、日光暴露関連皮膚疾患、炎症性皮
膚疾患、自己免疫疾患関連皮膚疾患お
よび癌関連皮膚疾患が含まれる​一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドお
よびプテロスチルベンの組み合わせを
含む組成物は、経口製剤として調製さ
れる

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。 一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を用い
て皮膚障害を治療する方法が記載され
ている。これらの組成物または方法を
用いて治療される皮膚障害には、日光
暴露関連の皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害および
癌関連皮膚障害が含まれる。一実施形
態では、ニコチンアミドリボシドとプ
テロスチルベンの組み合わせを含む組
成物は、経口製剤として調製される。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。 これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。 一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚疾患を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとペルチルベンとの組み
合わせを含有する組成物、ならびにこ
れらの組成物を用いて皮膚疾患を治療
する方法およびそれらの均等物を記載
する。 これらの組成物または方法を用
いて治療された皮膚障害には、日光関
連の皮膚障害、炎症性皮膚疾患、自己
免疫疾患関連皮膚障害および癌関連皮
膚疾患が含まれる。 一実施形態では、
ニコチンアミドリボシドとプテロスチ
ルベンとの組み合わせを含有する組成
物は経口製剤として調製される。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。 これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。 一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。 これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。 一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物とその等価物を用いて皮膚障
害を治療する方法が記載されている。
これらの組成物または方法を用いて治
療される皮膚障害には、日光暴露関連
の皮膚障害、炎症性皮膚障害、自己免
疫疾患関連の皮膚障害、および癌関連
の皮膚障害が含まれる。一実施形態で
は、ニコチンアミドリボシドとプテロ
スチルベンの組み合わせを含む組成物
は、経口製剤として調製される。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドおよびプテロスチルベン
の組み合わせを含有する組成物、なら
びにこれらの組成物およびそれらの等
価物を用いて皮膚障害を治療する方法
が記載される。これらの組成物または
方法を用いて治療される皮膚障害に
は、日光暴露関連皮膚障害、炎症性皮
膚障害、自己免疫疾患関連皮膚障害、
および癌関連皮膚障害が含まれる。1つ
の実施形態において、ニコチンアミド
リボシドおよびプテロスチルベンの組
み合わせを含有する組成物は、経口製
剤として調製される。

文字数オーバー翻訳不可

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組み合わせを含む組成物
は、皮膚疾患を治療するためのもので
あり、これらの組成物およびそれらの
等価物を使用して皮膚疾患を治療する
方法が記載されている。これらの組成
物または方法を使用して処置される皮
膚疾患には、日光暴露関連皮膚疾患、
炎症性皮膚疾患、自己免疫疾患関連皮
膚疾患および癌関連皮膚疾患が含まれ
る。一実施形態では、ニコチンアミド
リボシドおよびプテロスチルベンの組
み合わせを含有する組成物は、経口製
剤として調製される

1. A composition comprising:(i) a
combination of a therapeutically
effective amount of nicotinamide
riboside and a therapeutically
effective amount of pterostilbene;
and(ii) a pharmaceutically
acceptable excipient,wherein the
combination is in a therapeutically
effective amount for treatment of a
skin disorder.

【請求項１】
（ｉ）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドおよび治療有効量のプテロスチ
ルベンの組み合わせ、ならびに
（ｉｉ）薬学的に許容される賦形剤
を含む組成物であって、組み合わせ
が、皮膚障害の処置のための治療有効
量にある、組成物。

請求項1

1. ​本発明の組成物は、以下のものを含
む
​(i)治療上有効な量のニコチンアミドリ
ボシドと治療上有効な量のプテロスチ
ルベンとの組み合わせ；および(i)治療
有効量のニコチンアミドリボシドと治
療上有効な量のプテロスチルベンとの
組み合わせ；(ii)薬学的に許容される
賦形剤、(ii)薬学的に許容される賦形
剤、前記組み合わせが、皮膚障害の治
療のための治療上有効な量である、請
求項(1)に記載の方法

1。以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ; と
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
ここで、組み合わせは、皮膚障害の治
療のために治療上有効な量である。

1.以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ;と
（ii）薬学的に許容される賦形剤、こ
こで、組み合わせは、皮膚障害の治療
のために治療上有効な量である。

1.以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
との組み合わせ。および
（ii）薬学的に許容される賦形剤は、
前記組み合わせは、皮膚疾患の治療の
ために治療的に有効な量です。

1。以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ; と
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
ここで、組み合わせは、皮膚障害の治
療のために治療上有効な量である。

1.以下を含む組成物:
(i) ニコチンアミドリボシドの治療有
効量と治療的に有効な量のプテロスチ
ルベンの組み合わせ;そして
(ii)薬学的に許容される賦形剤、
ここで、この組み合わせは、皮膚障害
の治療に対して治療的に有効な量であ
る。

1。以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ; と
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
ここで、組み合わせは、皮膚障害の治
療のために治療上有効な量である。

1 。 以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ; と
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
ここで、組み合わせは、皮膚障害の治
療のために治療上有効な量である。

（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のペルテルベンとの
組み合わせを含む組成物。 （ii）薬学
的に許容される賦形剤であって、組み
合わせが皮膚障害の治療のために治療
有効量である。

1.（i）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドと治療有効量のプテロスチルベ
ンとの組み合わせ。 （ii）薬学的に許
容される賦形剤であり、その組み合わ
せは、皮膚障害の治療のために治療上
有効な量である。

1.（i）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドと治療有効量のプテロスチルベ
ンとの組み合わせ。 （ii）薬学的に許
容される賦形剤であり、その組み合わ
せは、皮膚障害の治療のために治療上
有効な量である。

1. i）治療上有効な量のニコチンアミ
ドリボシドと治療上有効な量のプテロ
スチルベンの組み合わせ、および
（ii）薬学的に許容される賦形剤を含
む組成物であって、該組み合わせが皮
膚疾患の治療のための治療上有効な量
であることを特徴とする組成物。

1. (i) 治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドおよび治療有効量のプテロスチ
ルベンの組み合わせを含む組成物;およ
び (ii) 薬学的に許容される賦形剤で
あって、配合物が皮膚疾患の治療に治
療的に有効な量である、賦形剤。

文字数オーバー翻訳不可

1。組成物：(i)治療有効量のニコチン
アミドリボシドと治療上有効な量のプ
テロスチルベンとの組み合わせ；およ
び(ii)薬学的に許容される賦形剤を含
む組成物であって、その組み合わせ
は、皮膚障害の治療のための治療上有
効な量である、組成物

2. The composition of claim 1,
wherein the therapeutically effect
amount of nicotinamide riboside is
between about 100 mg and about 1000
mg per day, and the therapeutically
effect amount of pterostilbene is
between about 25 mg and about 500
mg per day.

【請求項２】
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が、１日当たり約１００ｍｇから約１
０００ｍｇの間であり、プテロスチル
ベンの治療有効量が、１日当たり約２
５ｍｇから約５００ｍｇの間である、
請求項１に記載の組成物。

請求項2

2. ​ニコチンアミドリボシドの治療効果
量が1日当たり約100mgから約1000mgの
間であり、プテロスチルベンの治療効
果量が1日当たり約25mgから約500mgの
間である、請求項(1)に記載の組成物

2。ニコチンアミドリボシドの治療効果
量が１日あたり約１００ｍｇから約１
０００ｍｇの間であり、プテロスチル
ベンの治療効果量が１日あたり約２５
ｍｇから約５００ｍｇ

2.の構成 クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療効果量は１日あ
たり約１００ｍｇから約１０００ｍｇ
の間であり、プテロスチルベンの治療
効果量は１日あたり約２５ｍｇから約
５００ｍｇの間である。

ニコチンアミドリボシドの治療効果量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇの間であり、プテロスチルベ
ンの治療効果量が１日あたり約２５ｍ
ｇから約５００ｍｇの間である、請求
項１に記載の組成物。

2。の構成クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療効果量は１日あ
たり約１００ｍｇから約１０００ｍｇ
の間であり、プテロスチルベンの治療
効果量は１日あたり約２５ｍｇから約
５００ｍｇの間である。

請求項1の組成物は、ニコチンアミドリ
ボシドの治療効果量が1日あたり約
100mgと約1000mgの間であり、そして、
1日あたり約25mgと約500mgの間の治療
効果量である。

2。の構成クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療効果量は１日あ
たり約１００ｍｇから約１０００ｍｇ
の間であり、プテロスチルベンの治療
効果量は１日あたり約２５ｍｇから約
５００ｍｇの間である。

2 。 の構成 クレーム1 ここで、ニコ
チンアミドリボシドの治療効果量は１
日あたり約１００ｍｇから約１０００
ｍｇの間であり、プテロスチルベンの
治療効果量は１日あたり約２５ｍｇか
ら約５００ｍｇの間である。

ニコチンアミドリボシドの治療上効果
量が1日当たり約100mgから約1000mgで
あり、そして治療的効果のポテリスチ
ルベンの量は1日当たり約25mgから約
500mgの間である、請求項1に記載の組
成物。

ニコチンアミドリボシドの治療効果量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇの間であり、プテロスチルベ
ンの治療効果量が１日あたり約２５ｍ
ｇから約５００ｍｇの間である、請求
項１に記載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療効果量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇの間であり、プテロスチルベ
ンの治療効果量が１日あたり約２５ｍ
ｇから約５００ｍｇの間である、請求
項１に記載の組成物。

2. ニコチンアミドリボシドの治療効果
量が1日あたり約100mg〜約1000mgであ
り、プテロスチルベンの治療効果量が1
日あたり約25mg〜約500mgである、請求
項1に記載の組成物。

2. ニコチンアミドリボシドの治療効果
量が約100 mg~約1000 mg/日であり、プ
テロスチルベンの治療効果量が約25
mg~約500 mg/日である、請求項1に記載
の組成物。

文字数オーバー翻訳不可

前記ニコチンアミドリボシドの治療効
果量は、1日当たり約100mgから約
1000mgの間であり、プテロスチルベン
の治療効果量は、1日当たり約25mgから
約500mgの間である、請求項(1)に記載
の組成物

3. The composition of claim 1,
wherein the therapeutically
effective amount of nicotinamide
riboside is between about 200 mg
and 700 mg per day

【請求項３】
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が、１日当たり約２００ｍｇから７０
０ｍｇである、請求項１または２に記
載の製剤。

請求項3
3. ​治療有効量のニコチンアミドリボシ
ドが、1日当たり約200mg-700mgの間で
ある、請求項(1)に記載の組成物

3。ニコチンアミドリボシドの治療有効
量が１日あたり約２００ｍｇから７０
０ｍｇの間である、請求項１に記載の
組成物 。

3.の構成 クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療有効量は、1日あ
たり約200mgから700mgの間である。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇの間である、請求項１に記載の組
成物。

3。の構成クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療有効量は、1日あ
たり約200mgから700mgの間である。

3.請求項1の組成物は、ニコチンアミド
リボシドの治療有効量が1日当たり約
200mgと700mgの間である。

3。の構成クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療有効量は、1日あ
たり約200mgから700mgの間である。

3 。 の構成 クレーム1 ここで、ニコ
チンアミドリボシドの治療有効量は、1
日あたり約200mgから700mgの間であ
る。

治療有効量のニコチンアミドリボシド
が1日当たり約200mgから700mgの間であ
る、請求項1に記載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇの間である、請求項１に記載の組
成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇの間である、請求項１に記載の組
成物。

3. 治療上有効な量のニコチンアミドリ
ボシドが1日あたり約200mg〜700mgであ
る、請求項1に記載の組成物

3. ニコチンアミドリボシドの治療有効
量が約200 mg~700 mg/日である、請求
項1に記載の組成物

3. ニコチンアミドリボシドの治療有効
量は、1日当たり約200mgから700mgの間
であることを特徴とする請求項1に記載
の組成物。

治療上有効な量のニコチンアミドリボ
シドが、1日当たり約200mgから700mgの
間である、請求項(1)に記載の組成物

4. The composition of claim 1,
wherein the therapeutically
effective amount of nicotinamide
riboside is between about 50 and
250 mg per day.

【請求項４】
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が、１日当たり約５０から２５０ｍｇ
の間である、請求項１から３のいずれ
か１項に記載の製剤。

請求項4

4. ​請求項(1)に記載の組成物であっ
て、前記治療有効量のニコチンアミド
リボシドが、1日当たり約50mg-250mgの
間である、組成物

4。ニコチンアミドリボシドの治療有効
量が１日あたり約５０から２５０ｍｇ
の間である、請求項１に記載の組成物
。

4.の構成 クレーム1 ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療有効量は、1日あ
たり約50〜250mgである。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇの
間である、請求項１に記載の組成物。

4。の構成クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療有効量は、1日あ
たり約50〜250mgである。

4.請求項1の組成物は、ニコチンアミド
リボシドの治療有効量が1日当たり約50
〜250mgの間である。

4。の構成クレーム1ここで、ニコチン
アミドリボシドの治療有効量は、1日あ
たり約50〜250mgである。

4 。 の構成 クレーム1 ここで、ニコ
チンアミドリボシドの治療有効量は、1
日あたり約50〜250mgである。

治療有効量のニコチンアミドリボシド
が1日当たり約50~250mgである、請求項
1に記載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇの
間である、請求項１に記載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇの
間である、請求項１に記載の組成物。

4. 治療上有効な量のニコチンアミドリ
ボシドが1日あたり約50〜250mgであ
る、請求項1に記載の組成物。

4. ニコチンアミドリボシドの治療有効
量が約50~250 mg/日である、請求項1記
載の組成物。

4. ニコチンアミドリボシドの治療有効
量は、1日当たり約50～250mgであるこ
とを特徴とする請求項1に記載の組成
物。

請求項(1)に記載の組成物であって、前
記治療上有効量のニコチンアミドリボ
シドが、1日当たり約50-250mgの間であ
る、組成物

5. The composition of claim 1,
wherein the therapeutically
effective amount of pterostilbene
is about 50 mg per day.

【請求項５】
プテロスチルベンの治療有効量が、１
日当たり約５０ｍｇである、請求項１
から４のいずれか１項に記載の製剤。

請求項5
5. ​プテロスチルベンの治療有効量が1
日当たり約50mgである、請求項(1)に記
載の組成物

5。プテロスチルベンの治療有効量が１
日あたり約５０ｍｇである、請求項１
に記載の組成物 。

5.の構成 クレーム1 ここで、プテロス
チルベンの治療有効量は、１日あたり
約５０ｍｇである。

治療有効量のプテロスチルベンが１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１に
記載の組成物。

5。の構成クレーム1ここで、プテロス
チルベンの治療有効量は、１日あたり
約５０ｍｇである。

5.請求項1の組成物は、ここで、治療上
有効量のプテロスチルベンは1日当たり
約50mgである。

5。の構成クレーム1ここで、プテロス
チルベンの治療有効量は、１日あたり
約５０ｍｇである。

5 。 の構成 クレーム1 ここで、プテ
ロスチルベンの治療有効量は、１日あ
たり約５０ｍｇである。

治療有効量のペルテルベンが1日当たり
約50mgである、請求項1に記載の組成
物。

治療有効量のプテロスチルベンが１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１に
記載の組成物。

治療有効量のプテロスチルベンが１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１に
記載の組成物。

5. 治療有効量のプテロスチルベンが1
日あたり約50mgである、請求項1に記載
の組成物。

5. プテロスチルベンの治療有効量が約
50 mg/日である、請求項1記載の組成
物。

5. プテロスチルベンの治療有効量は、
1日当たり約50mgであることを特徴とす
る請求項1に記載の組成物。

プテロスチルベンの治療有効量が1日当
たり約50mgである、請求項(1)に記載の
組成物

6. The composition of claim 1,
wherein the skin disorder is caused
by inflammation, exposure to sun,
an autoimmune disease, or
combinations thereof.

【請求項６】
皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患またはそれらの組み合わせ
により引き起こされるものである、請
求項１から５のいずれか１項に記載の
製剤。

請求項6

6. ​前記皮膚障害が、炎症、太陽への曝
露、自己免疫疾患、またはそれらの組
み合わせによって引き起こされる、請
求項(1)に記載の組成物

6。皮膚障害が、炎症、日光への曝露、
自己免疫疾患、またはそれらの組み合
わせによって引き起こされる、請求項
１に記載の組成 物。

6.の構成
クレーム1 ここで、皮膚障害は、炎
症、太陽への曝露、自己免疫疾患、ま
たはそれらの組み合わせによって引き
起こされる。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
に記載の組成物。

6。の構成クレーム1ここで、皮膚障害
は、炎症、太陽への曝露、自己免疫疾
患、またはそれらの組み合わせによっ
て引き起こされる。

6.請求項1の組成物は、皮膚障害が炎
症、太陽への暴露、自己免疫疾患、ま
たはその組み合わせによって引き起こ
される。

6。の構成クレーム1ここで、皮膚障害
は、炎症、太陽への曝露、自己免疫疾
患、またはそれらの組み合わせによっ
て引き起こされる。

6 。 の構成 クレーム1 ここで、皮膚
障害は、炎症、太陽への曝露、自己免
疫疾患、またはそれらの組み合わせに
よって引き起こされる。

皮膚障害が炎症、太陽への曝露、自己
免疫疾患、またはそれらの組み合わせ
によって引き起こされる、請求項1に記
載の組成物。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
に記載の組成物。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
に記載の組成物。

6. 請求項1に記載の組成物であって、
皮膚障害が、炎症、日光への暴露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、組成物。

6. 皮膚障害が、炎症、日光への暴露、
自己免疫疾患、またはそれらの組み合
わせによって引き起こされる、請求項1
記載の組成物。

6. 皮膚障害は、炎症、日光への曝露、
自己免疫疾患、またはそれらの組み合
わせによって引き起こされることを特
徴とする請求項1に記載の組成物。

前記皮膚障害は、炎症、太陽への曝
露、自己免疫疾患、またはそれらの組
み合わせによって引き起こされる、請
求項(1)に記載の組成物

7. The composition of claim 6,
wherein the skin disorder caused by
exposure to the sun is selected
from the group consisting of
actinic keratoses, lentigines or
age spots, seborrheic keratoses,
sun burn, photosensitivity, moles,
polymorphous light eruption, solar
elastosis or wrinkles, skin cancer
(such as melanoma, squamous cell
carcinoma, basal cell carcinoma),
and freckles.

【請求項７】
日光への曝露により引き起こされる皮
膚障害が、日光角化症、黒子またはし
み、脂漏性角化症、日焼け、光線過敏
症、黒あざ、多形日光疹、日光弾力線
維症またはしわ、皮膚がん（メラノー
マ、扁平上皮癌、基底細胞癌など）お
よびそばかすからなる群から選択され
る、請求項６に記載の製剤。

請求項7

7. ​請求項(6)に記載の組成物であっ
て、前記太陽への曝露によって引き起
こされる前記皮膚障害は、化学線角
化、レンチキュールまたは加齢斑、脂
漏性角化、太陽火傷、光感度、モル、
多形光消去、太陽電池、またはしわ、
皮膚癌()例えば、黒色腫、扁平上皮
癌、基底細胞癌)、およびソバカスから
なる群から選択される、組成物

7。日光への曝露によって引き起こされ
る皮膚障害が、光線性角化症、レンチ
ギンまたは年齢スポット、脂漏性角化
症、日焼け、光線過敏症、ほくろ、多
形性光発疹、太陽弾性またはしわから
なる群から選択される、請求項６に記
載の組成物 。皮膚がん（黒色腫、扁平
上皮がん、基底細胞がんなど）、そば
かす。

7.の構成
請求項6 ここで、日光への曝露によっ
て引き起こされる皮膚障害は、光線性
角化症、黒子またはシミ、脂漏性角化
症、日焼け、光線過敏症、ほくろ、多
形性光発疹、日光弾性またはしわ、皮
膚癌（例えば、黒色腫、扁平上皮癌、
基底細胞癌）、およびそばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、レンチギ
ンまたは年齢スポット、脂漏性角化
症、日焼け、光線過敏症、ほくろ、多
形性光発疹、太陽弾性線維症またはし
わ、皮膚がん（黒色腫、扁平上皮が
ん、基底細胞がんなど）、そばかす。

7。の構成請求項6ここで、日光への曝
露によって引き起こされる皮膚障害
は、光線性角化症、黒子またはシミ、
脂漏性角化症、日焼け、光線過敏症、
ほくろ、多形性光発疹、日光弾性また
はしわ、皮膚癌（例えば、黒色腫、扁
平上皮癌、基底細胞癌）、およびそば
かす。

7.請求項6の組成は、太陽への曝露に
よって引き起こされる皮膚障害が、放
基性角化物からなる群より選択され
る、 レンチジンまたは年齢斑点、脂漏
性角化症、日焼け、光感受性、ほく
ろ、多形光噴火、太陽エラスト症また
はしわ、皮膚癌(黒色腫、扁平上皮癌、
基底細胞癌など)、およびそばかす。

7。の構成請求項6ここで、日光への曝
露によって引き起こされる皮膚障害
は、光線性角化症、黒子またはシミ、
脂漏性角化症、日焼け、光線過敏症、
ほくろ、多形性光発疹、日光弾性また
はしわ、皮膚癌（例えば、黒色腫、扁
平上皮癌、基底細胞癌）、およびそば
かす。

7 。 の構成 請求項6 ここで、日光へ
の曝露によって引き起こされる皮膚障
害は、光線性角化症、黒子またはシ
ミ、脂漏性角化症、日焼け、光線過敏
症、ほくろ、多形性光発疹、太陽弾性
線維症またはしわ、皮膚癌（例えば、
黒色腫、扁平上皮癌、基底細胞癌）、
およびそばかす。

太陽への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、化学的角症、レンチジン
または年齢斑点、脂血症角質、太陽火
傷、感光性、モル、多晶噴火、太陽弾
性または太陽弾薬からなる群から選択
される、請求項6に記載の組成物。 し
わ、皮膚癌（黒色腫、扁平上皮癌、基
底細胞癌など）、およびそばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、レンチギ
ンまたは年齢スポット、脂漏性角化
症、日焼け、光線過敏症、ほくろ、多
形性光発疹、太陽弾性線維症または し
わ、皮膚がん（黒色腫、扁平上皮が
ん、基底細胞がんなど）、そばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、レンチギ
ンまたは年齢スポット、脂漏性角化
症、日焼け、光線過敏症、ほくろ、多
形性光発疹、太陽弾性線維症または し
わ、皮膚がん（黒色腫、扁平上皮が
ん、基底細胞がんなど）、そばかす。

7. 太陽への露出によって引き起こされ
る皮膚障害が、光線性角化症、黒子ま
たは老人斑、脂漏性角化症、日焼け、
光線過敏症、ほくろ、多形日光疹、日
光性エラストシスまたはしわ、皮膚が
ん（メラノーマ、扁平上皮がん、基底
細胞がんなど）、およびそばかすから
なる群から選択される、請求項6に記載
の組成物。

7. 日光への暴露によって引き起こされ
る皮膚障害が、日光性角化症、黒子ま
たは年齢斑、脂漏性角化症、日焼け、
光線過敏症、ほくろ、多形性光線疹、
日光弾力線維症またはしわ、皮膚癌(黒
色腫、扁平上皮がん、基底細胞がんな
ど)、およびそばかすからなる群より選
択される、請求項6記載の組成物。

文字数オーバー翻訳不可

(7)請求項(6)に記載の組成物であっ
て、日光への暴露によって引き起こさ
れる皮膚障害が、化学線角化、レンチ
キュールまたは年齢スポット、脂漏性
角化、太陽火傷、光感度、モル、多形
光消去、太陽電池、またはしわ、皮膚
癌(黒色腫、扁平上皮癌、基底細胞癌な
ど)、およびソバカスからなる群から選
択される、組成物

8. The composition of claim 6,
wherein the skin disorder caused by
inflammation is selected from the
group consisting of psoriasis,
contact dermatitis, atopic
dermatitis, seborrheic dermatitis,
asteatotic eczema, discoid eczema,
hand eczema, gravitational/varicose
eczema, eczematous drug eruptions,
lichen simplex, acne, lichen
planus, pityriasis lichenoides,
keratosis lichenoides chronica,
lichen nitidus, lichen striatus,
mycosis fungoides, erythroderma,
erythema multiforme, Stevens-
Johnson Syndrome, vasculitis, and
toxic epidermal necrolysis.

【請求項８】
炎症により引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、皮脂欠乏性湿
疹、円板状湿疹、手湿疹、重力／結節
状湿疹、湿疹性薬疹、単純
性苔癬、ざ瘡、扁平苔癬、苔癬状粃糠
疹、慢性苔癬状角化症、光沢苔癬、線
状苔癬、菌状息肉症、紅皮症、多形性
紅斑、スティーブンス－ジョンソン症
候群、血管炎および中毒性表皮壊死症
からなる群から選択される、請求項６
に記載の製剤。

請求項8

8. ​炎症に起因する皮膚障害が、乾癬、
接触性皮膚炎、アトピー性皮膚炎、脂
漏性皮膚炎、アステ線性湿疹、円板状
湿疹、手の湿疹、重力/バリトース、湿
疹、湿疹、ピキセンシンプレックス、
ニキビ、リケレン、ヒリネン、ストリ
キョウ、マイコプラズマ、紅斑、紅斑
病、紅斑症、真菌症、紅斑病、紅斑
症、紅斑病、紅斑病、紅皮症、紅斑
病、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
病、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、紅斑症、紅斑
症、紅斑症、紅斑症、​、Stevens-
johnson症候群、脈管炎、および毒性表
皮壊死溶解

8。炎症によって引き起こされる皮膚障
害が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー
性皮膚炎、脂漏性皮膚炎、食欲不振性
湿疹、円盤状湿疹、手湿疹、重力性／
静脈瘤性湿疹、湿疹性薬物発疹、扁平
苔癬からなる群から選択される、請求
項６に記載の組成物。 単純性、にき
び、扁平苔癬、乾癬性苔癬、慢性角化
症、線条体苔癬、真菌性真菌症、紅皮
症、多形性皮膚炎、スティーブンス-
ジョンソン症候群、血管炎、および有
毒な表皮壊死。

8.の構成
請求項6 ここで、炎症によって引き起
こされる皮膚障害は、乾癬、接触性皮
膚炎、アトピー性皮膚炎、脂漏性皮膚
炎、脂肪性湿疹、円板状湿疹、手湿
疹、重力性/静脈瘤性湿疹、湿疹性薬物
発疹、単純苔癬、にきび、苔癬からな
る群から選択される。扁平苔癬、扁平
苔癬、慢性角化症、扁平苔癬、線条
体、真菌性真菌症、紅皮症、多形性皮
膚炎、スティーブンス-ジョンソン症候
群、血管炎、および有毒な表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、食欲不振性湿
疹、円盤状湿疹、手湿疹、重力性／静
脈瘤性湿疹、湿疹性薬物発疹からなる
群から選択される、請求項６に記載の
組成物。 、単純性苔癬、にきび、扁平
苔癬、扁平苔癬、慢性角化症、慢性苔
癬、線条体苔癬、真菌性真菌症、紅皮
症、多形性皮膚炎、スティーブンス-
ジョンソン症候群、血管炎、および有
毒な表皮壊死。

8。の構成請求項6ここで、炎症によっ
て引き起こされる皮膚障害は、乾癬、
接触性皮膚炎、アトピー性皮膚炎、脂
漏性皮膚炎、脂肪性湿疹、円板状湿
疹、手湿疹、重力性/静脈瘤性湿疹、湿
疹性薬物発疹、単純苔癬、にきび、苔
癬からなる群から選択される。扁平苔
癬、扁平苔癬、慢性角化症、扁平苔
癬、線条体、真菌性真菌症、紅皮症、
多形性皮膚炎、スティーブンス-ジョン
ソン症候群、血管炎、および有毒な表
皮壊死。

8.請求項6の組成は、炎症によって引き
起こされる皮膚障害が乾癬、接触皮膚
炎、アトピー性皮膚炎、脂漏性皮膚
炎、アステアトーシス湿疹、不和性湿
疹、手湿疹、重力/静脈瘤湿疹からなる
群から選択される、 湿疹性薬物噴火、
扁平苔癬、にきび、扁平苔癬、リテリ
アシスリケノイド、リケノイデスクロ
クロニカ、リチンゲンニチデス、扁平
苔癬、真菌症菌、エリスロデサルマ、
紅斑多形、スティーブンス・ジョンソ
ン症候群、血管炎、毒性エピロシス

8。の構成請求項6ここで、炎症によっ
て引き起こされる皮膚障害は、乾癬、
接触性皮膚炎、アトピー性皮膚炎、脂
漏性皮膚炎、脂肪性湿疹、円板状湿
疹、手湿疹、重力性/静脈瘤性湿疹、湿
疹性薬物発疹、単純苔癬、にきび、苔
癬からなる群から選択される。扁平苔
癬、扁平苔癬、慢性角化性皮膚炎、ニ
チダス扁平苔癬、線条体、真菌性真菌
症、紅皮症、多形性皮膚炎、スティー
ブンス-ジョンソン症候群、血管炎、お
よび有毒な表皮壊死。

8 。 の構成 請求項6 ここで、炎症に
よって引き起こされる皮膚障害は、乾
癬、接触性皮膚炎、アトピー性皮膚
炎、脂漏性皮膚炎、脂肪性湿疹、円板
状湿疹、手湿疹、重力性/静脈瘤性湿
疹、湿疹性薬物発疹、単純苔癬、にき
び、苔癬からなる群から選択される。
扁平苔癬、扁平苔癬、慢性角化性皮膚
炎、ニチダス扁平苔癬、線条体、真菌
性真菌症、紅皮症、多形性皮膚炎、ス
ティーブンス-ジョンソン症候群、血管
炎、および有毒な表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触皮膚炎、アトピー性皮
膚炎、脂漏性皮膚炎、アスピー性湿
疹、非翅目湿疹、ハンド湿疹、重力/静
脈瘤、湿疹、妊娠中の薬物噴火からな
る群から選択される、請求項6に記載の
組成物。 、Lichen Simplex、ニキビ、
喉頭プラネス、Pityriasis
Lichenoides、Keratosis Lichenoides
Chronica、Lichen Nitidus、Lichen
Striatus、筋髄質菌、エリスロデル
マ、エリスママルチフォルマル、ス
ティーブンスジョンソン症候群、血管
炎、および有毒な表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、食欲不振性湿
疹、円盤状湿疹、手湿疹、重力性／静
脈瘤性湿疹、湿疹性薬物発疹からなる
群から選択される、請求項６に記載の
組成物。 、単純性苔癬、にきび、扁平
苔癬、乾癬性乾癬、慢性角化症、慢性
苔癬、線条体苔癬、真菌性真菌症、紅
皮症、多形性皮膚炎、スティーブンス-
ジョンソン症候群、血管炎、および有
毒な表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、食欲不振性湿
疹、円盤状湿疹、手湿疹、重力性／静
脈瘤性湿疹、湿疹性薬物発疹からなる
群から選択される、請求項６に記載の
組成物。 、単純性苔癬、にきび、扁平
苔癬、乾癬性乾癬、慢性角化症、慢性
苔癬、線条体苔癬、真菌性真菌症、紅
皮症、多形性皮膚炎、スティーブンス-
ジョンソン症候群、血管炎、および有
毒な表皮壊死。

8. 請求項6に記載の組成物であって、
炎症による皮膚疾患が、乾癬、接触性
皮膚炎、アトピー性皮膚炎、脂漏性皮
膚炎、皮脂欠乏性湿疹、円板状湿疹、
手湿疹、重症/分包性湿疹からなる群か
ら選択される。湿疹性薬疹、単純苔
癬、にきび、扁平苔癬、苔癬状粃糠
疹、慢性苔癬状角化症、紅色苔癬、線
状苔癬、菌状息肉症、紅皮症、多形紅
斑、スティーブンス・ジョンソン症候
群、血管炎、中毒性表皮壊死融解症。

8. 炎症によって引き起こされる皮膚障
害が、乾癬、接触皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、皮脂欠乏性湿
疹、円板状湿疹、手湿疹、重力性/静脈
瘤性湿疹、湿疹様薬疹、単純性苔癬、
ざ瘡、扁平苔癬、苔癬状粃糠疹、慢性
苔癬、苔癬、苔癬、菌状息肉症、紅皮
症、多形紅斑、スティーブンス-ジョン
ソン症候群、血管炎、および中毒性表
皮壊死症からなる群より選択される、
請求項6記載の組成物。

文字数オーバー翻訳不可

炎症に起因する皮膚障害は、乾癬、接
触性皮膚炎、アトピー性皮膚炎、脂漏
性皮膚炎、アステ線性湿疹、円板状湿
疹、湿疹、重力/varicースeczema、
leicenplanus、ガリネン、シンプレッ
クス、アクネ、リケレン。ニティカ
ス、リケレン。striatus、
mycosisfungioides、エリトロマ、紅
斑、stevens-johnson症候群、血管炎、
および有毒な表皮壊死からなる群から
選択される、請求項(6)に記載の組成物

9. The composition of claim 6,
wherein the skin disorder caused by
autoimmune disease is selected from
the group consisting of pyoderma
gangrenosum, systemic lupus
erythematosus, eosinophilic
fasciitis, scleroderma, pemphigus
vulgaris, bullous pemphigoid,
alopecia areata, vitiligo,
psoriasis, dermatomyositis, and
dystrophic epidermolysis bullosa.

【請求項９】
自己免疫疾患により引き起こされる皮
膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性紅斑
性狼瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、尋
常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形脱
毛症、白斑、乾癬、皮膚筋炎およびジ
ストロフィー型表皮水疱症からなる群
から選択される、請求項６に記載の製
剤。

請求項9

9. ​自己免疫疾患に起因する皮膚障害
が、pyoderma連結renosum、全身性エリ
テマトーデス、好酸球性筋膜炎、強皮
症、パント天板、ブルガイ(bullus
pchallocaligoid)、脱毛症(alopecia
areata)、ビティニ(vitiligo)、乾癬、
デルマヨロイ、およびジストロフィー
性エピデルモリシス(ジストロフィー)
からなる群から選択される、請求項(6)
に記載の組成物

9。自己免疫疾患によって引き起こされ
る皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性
紅斑性狼瘡、好酸球性筋膜炎、強皮
症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡お
よび円形脱毛症、白斑、乾癬、皮膚筋
炎からなる群から選択される、請求項
６に記載の組成物。 表皮水疱症。

9.の構成
請求項6 ここで、自己免疫疾患によっ
て引き起こされる皮膚障害は、壊疽性
膿皮症、全身性紅斑性狼瘡、好酸球性
筋膜炎、強皮症、尋常性天疱瘡、水疱
性類天疱瘡、円形脱毛症、白斑、乾
癬、皮膚筋炎、および異栄養症からな
る群から選択される。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性紅
斑性狼瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、
尋常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形
脱毛症、白斑、乾癬、皮膚筋炎からな
る群から選択される、請求項６に記載
の組成物。とジストロフィー表皮水疱
性。

9。の構成請求項6ここで、自己免疫疾
患によって引き起こされる皮膚障害
は、壊疽性膿皮症、全身性紅斑性狼
瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、尋常性
天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形脱毛
症、白斑、乾癬、皮膚筋炎、および異
栄養症からなる群から選択される。

請求項6の組成は、自己免疫疾患に起因
する皮膚障害が、膿皮性神経節からな
る群より選択される、 全身性エリテマ
トーシス、好酸球性筋膜炎、強皮症、
下皮性ペンピガス、水疱性ペンピゴイ
ド、円形脱毛症、白斑、乾癬、皮膚筋
炎、およびジストロフィー表皮形成
炎。

9。の構成請求項6ここで、自己免疫疾
患によって引き起こされる皮膚障害
は、壊疽性膿皮症、全身性紅斑性狼
瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、尋常性
天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形脱毛
症、白斑、乾癬、皮膚筋炎、および異
栄養症からなる群から選択される。

9 。 の構成 請求項6 ここで、自己免
疫疾患によって引き起こされる皮膚障
害は、壊疽性膿皮症、全身性紅斑性狼
瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、尋常性
天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形脱毛
症、白斑、乾癬、皮膚筋炎、および異
栄養症からなる群から選択される。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、Pyoderma ganrenosum、全
身性エリテマトーサス、好酸球性軟膜
炎、スラーダーマ、尋常性血糖、大惑
学胎児、大脳患者緑膿菌、脂石、
pemphigoid、脂石、乾癬、皮膚筋炎、
そしてジストロフィー性表皮分解ブル
サ。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性紅
斑性狼瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、
尋常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形
脱毛症、白斑、乾癬、皮膚筋炎からな
る群から選択される、請求項６に記載
の組成物。 とジストロフィー表皮水疱
性。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性紅
斑性狼瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、
尋常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形
脱毛症、白斑、乾癬、皮膚筋炎からな
る群から選択される、請求項６に記載
の組成物。 とジストロフィー表皮水疱
性。

9. 自己免疫疾患による皮膚障害が、壊
疽性膿皮症、全身性エリテマトーデ
ス、好酸球性筋膜炎、強皮症、尋常性
天疱瘡、水疱性天疱瘡、円形脱毛症、
白斑、乾癬、皮膚筋炎、およびジスト
ロフィー型表皮水疱症からなる群から
選択される、請求項6に記載の組成物。

9. 自己免疫疾患によって引き起こされ
る皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性
エリテマトーデス、好酸球性筋膜炎、
強皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、円形脱毛症、白斑、乾癬、皮膚筋
炎、および栄養障害性表皮水疱症から
なる群より選択される、請求項6記載の
組成物。

文字数オーバー翻訳不可

自己免疫疾患に起因する皮膚障害は、
pyoderma-renosum、全身性エリテマ
トーデス、好酸球性筋膜炎、強皮症、
パケニグロイン、ビティガイ、乾癬、
デルマヨシ炎、及びジストロフィーエ
ピデルモリシス(ジストロフィー)から
なる群から選択される、請求項(6)に記
載の組成物

10. The composition of claim 1,
wherein the pharmaceutically
acceptable excipient is selected
from the group consisting of
microcrystalline cellulose,
hypromellose, vegetable magnesium
stearate, olive oil, gelatin,
glycerin, purified water, beeswax
yellow, sunflower lecithin, silicon
dioxide, titanium dioxide, F. D. &
C Blue 1 and F. D. & C Red 4.

【請求項１０】
薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、黄蝋、ひまわりレシチン、二酸化
ケイ素、二酸化チタン、Ｆ．Ｄ．＆Ｃ
Ｂｌｕｅ１およびＦ．Ｄ．＆Ｃ　Ｒｅ
ｄ４からなる群から選択される、請求
項１から９のいずれか１項に記載の製
剤。

請求項10

10. ​薬学的に許容される賦形剤が、微
結晶セルロース、ヒプロメロース、植
物性ステアリン酸マグネシウム、オ
リーブ油、ゼラチン、グリセリン、精
製水、蜜蝋イエロー、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化チタン、F。
D&；C。Blue 1およびf。D&；C。Red 4
からなる群から選択される、請求項(1)
に記載の組成物

10。薬学的に許容される賦形剤が、微
結晶性セルロース、ヒプロメロース、
植物性ステアリン酸マグネシウム、オ
リーブ油、ゼラチン、グリセリン、精
製水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化チタン、Ｆ
Ｄからなる群から選択される、請求項
１に記載の組成物。 ＆Cブルー1および
FD＆Cレッド4。

10.の構成
クレーム1 ここで、薬学的に許容され
る賦形剤は、微結晶性セルロース、ヒ
プロメロース、植物性ステアリン酸マ
グネシウム、オリーブ油、ゼラチン、
グリセリン、精製水、ミツバチ黄色、
ヒマワリレシチン、二酸化ケイ素、二
酸化チタン、ＦＤ＆Ｃブルー１および
FD＆Cレッド4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化チタンから
なる群から選択される、請求項１に記
載の組成物。 、ＦＤ＆Ｃブルー１およ
びＦＤ＆Ｃレッド４。１１

10。の構成クレーム1ここで、薬学的に
許容される賦形剤は、微結晶性セル
ロース、ヒプロメロース、植物性ステ
アリン酸マグネシウム、オリーブ油、
ゼラチン、グリセリン、精製水、ミツ
バチ黄色、ヒマワリレシチン、二酸化
ケイ素、二酸化チタン、ＦＤ＆Ｃブ
ルー１およびFD＆Cレッド4。
11。の構成クレーム1

10.請求項の組成物は、薬学的に許容さ
れる賦形剤が、微結晶セルロース、ヒ
プロメロース、植物性ステアリン酸マ
グネシウム、オリーブオイル、ゼラチ
ン、グリセリン、精製水、蜜蝋黄色、
ヒマワリレシチン、二酸化二酸化ケイ
素、二酸化チタン、F.D.及びC&Dからな
る群から選択される。

10。の構成クレーム1ここで、薬学的に
許容される賦形剤は、微結晶性セル
ロース、ヒプロメロース、植物性ステ
アリン酸マグネシウム、オリーブオイ
ル、ゼラチン、グリセリン、精製水、
ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン、二
酸化ケイ素、二酸化ケイ素、FD＆Cブ
ルー1およびFD＆Cレッド4。

10 。 の構成 クレーム1 ここで、薬学
的に許容される賦形剤は、微結晶性セ
ルロース、ヒプロメロース、植物性ス
テアリン酸マグネシウム、オリーブオ
イル、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化ケイ素、FD
＆Cブルー1およびFD＆Cレッド4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
セルロース、ハイプロメロース、ステ
アリン酸ステアリン酸マグネシウム、
オリーブ油、ゼラチン、グリセリン、
精製水、蜜蝋黄色、ひまわりレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化チタンから
なる群から選択される、請求項1に記載
の組成物。 、FD＆C BLUE 1とFD＆C
RED 4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化チタンから
なる群から選択される、請求項１に記
載の組成物。 、FD＆Cブルー1およびFD
＆Cレッド4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化チタンから
なる群から選択される、請求項１に記
載の組成物。 、FD＆Cブルー1およびFD
＆Cレッド4。

10. 製薬的に許容される賦形剤が、微
結晶性セルロース、ヒプロメロース、
植物性ステアリン酸マグネシウム、オ
リーブ油、ゼラチン、グリセリン、精
製水、ミツロウイエロー、ヒマワリレ
シチン、二酸化ケイ素、二酸化チタ
ン、F. D. & C Blue 1およびF. D. & C
Red 4からなる群から選択される、請求
項1に記載の組成物。

10. 前記薬学的に許容される賦形剤
が、微結晶セルロース、ヒプロメロー
ス、植物性ステアリン酸マグネシウ
ム、オリーブ油、ゼラチン、グリセリ
ン、精製水、ミツロウ黄、ヒマワリレ
シチン、二酸化ケイ素、二酸化チタ
ン、F.D.&Cブルー1およびF.D.&Cレッド
4からなる群より選択される、請求項1
に記載の組成物。

文字数オーバー翻訳不可

請求項(1)に記載の組成物であって、前
記薬学的に許容される賦形剤は、微結
晶セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、蜜蝋イエロー、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素、二酸化チタン、f。
d&amp；c。blue1およびf。d&amp；c。
red4からなる群から選択される、組成
物

評価 ①より②の方がよい
請求項番号は付与されないが表現は④
の方が良い。内容は大差なし。
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